
議会からのたより
第46号

◆
町
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
を
定

め
る
条
例
等
の
一
部
改
正

◆
町
立
国
保
病
院
看
護
師
就
労
奨
励

金
条
例
の
一
部
改
正

◆
指
定
管
理
者
の
指
定

施
設
の
名
称

指
定
管
理
者

久
光
堆
肥
製
造
セ
ン
タ
ー

る
も
い
農
業
協
同
組
合

歌
越
堆
肥
製
造
セ
ン
タ
ー

株
式
会
社
遠
別
産
業
振
興
公
社

旭
温
泉

シ
ダ
ッ
ク
ス
大
新
東
ヒ
ュ
ー
マ

ン
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

【
一
般
会
計
】

・
飲
食
店
応
援
給
付
金

３
２
０
万
円　

新
規

・
林
業
専
用
道
（
規
格
相
当
）
作
設

工
事　

２
，
０
０
０
万
円　

新
規

・
町
道
除
排
雪
業
務
委
託
料

　
　
　
　

３
，
５
０
０
万
円　

増　

　
３
月
８
日
か
ら
３
月
15
日
の
８
日

間
を
会
期
と
し
て
開
催
し
、
定
期
監

査
報
告
、
令
和
３
年
度
町
政
執
行
方

針
、
教
育
行
政
執
行
方
針
、
各
会
計

予
算
案
の
概
要
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
、
一
般
質
問
は
、
山
下
議
員
、

白
井
議
員
、
山
本
議
員
の
３
名
が
行

い
、
補
正
予
算
７
件
、
教
育
長
の
任

命
、
教
育
委
員
の
任
命
、
条
例
改
正

７
件
、
条
例
の
廃
止
１
件
、
指
定
管

理
者
の
指
定
３
件
、
発
議
１
件
に
つ

い
て
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
た
。
ま
た
、
令
和
３
年
度
各
会
計

予
算
に
つ
い
て
は
、
予
算
審
査
特
別

委
員
会
に
付
託
し
、
本
会
議
に
お
い

て
承
認
し
、
会
期
を
４
日
残
し
て
閉

会
し
た
。

◆
令
和
２
年
度
定
期
監
査
結
果
報
告

◆
専
決
処
分
の
承
認
（
令
和
２
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
）

◆
専
決
処
分
の
報
告
（
工
事
請
負
契

約
の
変
更
）

・
公
営
住
宅
建
設
工
事
（
建
築
主
体

工
事
）

◆
税
条
例
の
一
部
改
正

◆
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

◆
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の

人
員
及
び
運
営
等
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

◆
酪
農
集
乳
農
道
除
雪
事
業
分
担
金

徴
収
条
例
の
廃
止

◆
道
の
駅
え
ん
べ
つ
富
士
見
設
置
及

び
管
理
条
例
の
一
部
改
正

◆
公
園
条
例
の
一
部
改
正

第
１
回
定
例
会

議会の主な動き
( 令和３年２月～令和３年４月）

２月９日～２月 10 日
北海道後期高齢者医療広
域連合議会定例会に出席
のため議長札幌市に出張

２月 16 日
第１回議会全員協議会開催

２月 18 日～２月 19 日
北海道町村議会議員公務
災害補償組合議会定例会
及び北海道町村議会議長
会理事会に出席のため議
長札幌市に出張

２月 22 日
第１回議会運営委員会開催

３月 11 日
第２回議会全員協議会開催

３月 30 日
第３回議会全員協議会開催

４月５日
第３回議会報発行特別委員
会開催

４月 22 日
第４回議会報発行特別委員
会開催

４月 26 日
名寄遠別線建設促進期成
会定期総会に出席のため
議長、総務産業常任委員
会委員長名寄市に出張

審
議
事
項

主
な
補
正
予
算（
Ｒ
２
年
）

報　
告
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遠
別
農
業
高
校
入
学
者
の
出
願
状
況

　

令
和
３
年
度
北
海
道
公
立
高
等

学
校
の
最
終
出
願
状
況
が
、
３
月

１
日
に
北
海
道
教
育
委
員
会
か
ら

発
表
さ
れ
、
遠
別
農
業
高
等
学
校

へ
の
推
薦
及
び
一
般
入
試
の
出
願

者
数
は
11
名
で
し
た
。
遠
別
農
業

高
等
学
校
の
生
徒
個
々
に
対
応
し

た
指
導
は
、
生
徒
を
進
学
さ
せ
た

中
学
校
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て

お
り
、
令
和
２
年
度
ま
で
は
、
３

年
連
続
で
20
名
を
超
え
る
出
願
者

数
で
し
た
が
、
令
和
３
年
度
は
大

き
く
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
近
隣
市
町
村
の
卒
業
生
の
減

少
も
あ
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に

よ
り
、
生
徒
募
集
活
動
が
計
画
ど

お
り
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
出

願
者
数
が
減
少
し
た
原
因
の
一
つ

と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
も
、
遠
別

農
業
高
等
学
校
教
育
振
興
会
、
遠

別
農
業
高
等
学
校
、
行
政
、
教
育

委
員
会
が
一
体
と
な
っ
た
生
徒
募

集
活
動
を
継
続
し
、
生
徒
確
保
に

向
け
て
、
遠
別
農
業
高
等
学
校
の

魅
力
と
遠
別
町
の
様
々
な
支
援
体

制
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

教
育
長
か
ら
の
行
政
報
告
（
抜
粋
）

第
２
回
臨
時
会

審
議
事
項

主
な
補
正
予
算（
Ｒ
３
年
）

町
長
か
ら
の
行
政
報
告（
抜
粋
）

令
和
３
年
度
町
内
行
事
の
状
況

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
お
け
る
令
和
３
年
度
町
内
行
事

の
状
況
に
つ
い
て
、
例
年
６
月
に

開
催
予
定
の
ひ
ら
め
オ
ー
ナ
ー
祭

り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
中
止
と
決
定
し
た
旨
、
主

催
者
か
ら
報
告
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
５
月
に
開
催
予
定
の

山
菜
ま
つ
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、

４
月
中
旬
ま
で
に
役
員
会
、
実
行

委
員
会
を
経
て
開
催
の
可
否
を
判

断
す
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
各
種
行
事
に
つ
き
ま
し

て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
状
況
を
踏
ま
え
、
関
係

団
体
と
協
議
し
な
が
ら
判
断
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

◆
議
会
常
任
委
員
会
委
員
の
選
任

総
務
産
業
常
任
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

柏　

谷　

美　

春

白　

井　

金　

治

千　

葉　

光　

悦

大　

石　

幸　

夫

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

山　

本　

仁　

美

山　

下　
　
　

悟

木　

村　

秀　

雄

小　

森　

嘉　

孝

◆
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

副
委
員
長

委

員

小　

森　

嘉　

孝

柏　

谷　

美　

春

山　

本　

仁　

美

【
一
般
会
計
】

・
生
活
支
援
助
成
券
交
付
金

２
，
６
０
０
万
円　
新
規

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
業
務
委
託
料

１
，
１
９
７
万
２
千
円　
新
規

　
３
月
30
日
の
１
日
間
を
会
期
と
し

て
開
催
し
、
議
会
常
任
委
員
会
委
員

の
選
任
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の

選
任
、
補
正
予
算
１
件
に
つ
い
て
審

議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。
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第  

１  

回  

定  

例  

会  「  

一  

般  

質  

問  

」

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
、
全
国
各
地
で
４

月
以
降
高
齢
者
か
ら
順
次
行
わ
れ
る

が
、
医
師
の
確
保
、
接
種
会
場
の
諸

課
題
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
本
町
に

お
け
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
は
、
会

場
、
従
事
者
数
等
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。
ま
た
、
１
日
最
大
何
名

の
接
種
で
、
何
日
間
想
定
し
て
い
る

の
か
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
し
た
際
に
副

反
応
が
で
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
に
つ
い
て
、
予
防
接

種
法
等
に
基
づ
き
、
国
の
指
示
の
も

と
、
都
道
府
県
の
協
力
に
よ
り
、
市

町
村
に
お
い
て
予
防
接
種
を
実
施
す

る
も
の
で
あ
り
、
本
町
と
し
て
も
速

や
か
な
接
種
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
優
先
順
位
を
踏
ま

え
、
町
立
病
院
と
接
種
体
制
の
構
築

を
進
め
、
４
月
以
降
、
高
齢
者
の
方

か
ら
順
次
接
種
で
き
る
よ
う
準
備
を

進
め
て
い
る
。
接
種
会
場
に
つ
い
て

は
、
三
密
を
避
け
た
動
線
の
確
保
、

そ
し
て
、
感
染
予
防
を
講
じ
る
こ
と

が
で
き
、
か
つ
、
接
種
後
の
体
調
不

良
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
と
い
う
観

点
か
ら
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
受

付
を
し
、
町
立
病
院
の
外
来
で
接
種

を
行
う
。
接
種
従
事
者
数
に
つ
い
て

は
、
予
診
を
行
う
医
師
１
名
、
接
種

及
び
接
種
補
助
の
看
護
師
２
名
、
受

付
３
名
、
接
種
券
事
務
処
理
１
名
、

さ
ら
に
は
待
合
室
に
て
タ
イ
ム
キ
ー

パ
ー
１
名
の
合
計
８
名
程
度
を
予
定

し
て
い
る
。
接
種
規
模
と
し
て
は
、

平
日
の
午
後
、
週
に
２
日
か
ら
３
日

を
休
診
と
し
、
そ
の
時
に
１
時
間
あ

た
り
30
名
程
度
、
１
日
あ
た
り
、
最

大
で
１
０
０
名
程
度
、
週
に
２
５
０

名
程
度
の
接
種
を
見
込
ん
で
お
り
、

遠
別
町
民
全
員
が
２
回
接
種
す
る
場

合
、
か
つ
、
ワ
ク
チ
ン
供
給
が
途
切

れ
る
こ
と
な
く
、
毎
週
接
種
す
る
と

仮
定
し
た
場
合
、
最
短
日
数
は
50
日
、

週
に
す
る
と
20
週
、
５
か
月
程
度
の

見
込
み
で
、
接
種
希
望
者
数
や
ワ
ク

チ
ン
供
給
、
接
種
受
入
日
等
の
調
整

に
よ
っ
て
、
か
か
る
日
数
は
前
後
す

る
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
副

反
応
に
つ
い
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

後
、
外
来
待
合
室
で
30
分
程
度
健
康

観
察
の
た
め
待
機
し
て
い
た
だ
き
、

体
調
不
良
が
あ
れ
ば
、
外
来
で
医
師

及
び
看
護
師
が
対
応
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。
今
後
、
国
が
示
す
ワ

ク
チ
ン
の
供
給
量
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

よ
り
、
接
種
計
画
は
非
常
に
流
動
的

で
あ
る
が
、
速
や
か
な
接
種
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

再　
質　
問

ワ
ク
チ
ン
が
到
着
次
第
、
ど
の

よ
う
な
方
法
で
町
民
の
方
に
告

知
す
る
の
か
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
券

は
い
つ
頃
配
布
す
る
の
か
。
友
愛
苑

入
所
者
の
方
も
、
病
院
で
接
種
す
る

の
か
伺
う
。

友
愛
苑
に
つ
い
て
は
、
施
設
で

打
つ
よ
う
な
形
に
な
る
。
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
券
に
つ
い
て
は
、
４
月

中
旬
ぐ
ら
い
に
発
送
す
る
予
定
に
な

る
と
思
う
。
周
知
の
方
法
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
の
予
定
で
、
ま
ず
第
１

弾
と
し
て
、
一
般
的
な
内
容
の
も
の

を
周
知
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
場

所
や
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
の
流
れ
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
打
つ
の
か
、
接

種
す
る
順
番
、
国
が
示
す
65
歳
以
上

か
ら
順
次
行
う
と
い
う
よ
う
な
内
容

を
、
３
月
下
旬
に
お
知
ら
せ
広
報
、

双
方
向
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
た
い
。
そ
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
の

入
荷
が
確
定
し
て
か
ら
、
詳
細
な
こ

と
は
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

町
政
を
問
う

問答

山下議員　 問 ワクチン接種場所及び体制、接種券配付時期等は？

笹川町長　 答 ８名体制で４月以降順次接種できるよう準備を進めている。

問答
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議会からのたより
第46号

空
き
家
に
つ
い
て
は
、
全
国

的
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
各
市
町
村
で
そ
の
対
応
が
行
わ

れ
て
い
る
。
管
理
不
十
分
な
空
き
家

は
、
事
故
や
犯
罪
の
温
床
に
な
り
、

年
数
が
経
つ
と
台
風
等
に
よ
る
倒
壊

等
、
近
隣
住
宅
、
住
民
等
に
被
害
が

及
ぶ
可
能
性
も
あ
る
。
本
町
に
お
い

て
管
理
不
十
分
な
空
き
家
は
ど
の
く

ら
い
あ
る
の
か
。
ま
た
、
更
地
に
す

る
と
税
金
の
負
担
が
多
く
な
り
、
撤

去
が
進
ま
な
い
と
聞
く
が
、
そ
の
こ

と
を
認
識
し
て
い
る
か
。
空
き
家
対

策
で
は
、
空
き
家
を
有
効
利
用
す
る

こ
と
も
重
要
だ
と
思
う
が
、
行
政
が

仲
介
し
、
利
用
を
斡
旋
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

　
昨
年
無
償
譲
渡
さ
れ
た
旧
と
ん
が

り
か
ん
に
つ
い
て
、
町
長
は
様
々
な

声
を
聞
き
、
今
後
の
活
用
を
考
え
た

い
と
言
っ
て
い
た
が
、
今
後
の
活
用

予
定
は
？

地
域
住
民
の
生
命
・
身
体
・

財
産
の
保
護
、
生
活
環
境
の

保
全
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
平
成
27

年
５
月
に
「
空
き
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
全
面
施

行
さ
れ
、
各
市
町
村
に
お
い
て
様
々

な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
国
の

基
本
指
針
で
は
、
既
存
の
統
計
資
料

も
活
用
し
つ
つ
、
ま
ず
市
町
村
区
域

内
の
空
き
家
等
の
所
在
や
状
態
等
を

把
握
す
る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
お

り
、
本
町
で
は
、
昨
年
12
月
に
空
き

家
調
査
を
行
い
、市
街
地
住
宅
34
戸
、

農
村
部
住
宅
61
戸
、
計
95
戸
を
確
認

し
た
。
今
後
も
年
２
回
程
度
調
査
を

行
い
、
現
状
把
握
に
努
め
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
更
地
に
す
る
と
税
金
の

負
担
が
大
き
く
な
る
と
の
こ
と
だ

が
、地
価
の
低
い
本
町
に
お
い
て
は
、

地
価
の
高
い
都
市
部
と
比
較
し
て
、

家
屋
解
体
後
の
税
負
担
は
そ
れ
ほ
ど

影
響
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
町
内

で
は
住
宅
を
個
人
同
士
で
賃
借
、
売

買
す
る
事
例
も
見
ら
れ
る
が
、
空
き

家
の
所
有
者
等
に
対
し
て
「
空
き
家

バ
ン
ク
」
へ
の
登
録
を
案
内
し
、
空

き
家
を
探
し
て
い
る
方
へ
物
件
を
紹

介
す
る
こ
と
で
有
効
活
用
で
き
る
よ

う
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

と
ん
が
り
か
ん
の
活
用
に
つ
い

て
、
昨
年
６
月
及
び
11
月
開
催
の
議

会
臨
時
会
に
て
、
え
ん
べ
つ
リ
ゾ
ー

ト
開
発
株
式
会
社
の
解
散
及
び｢

レ

ス
ト
ラ
ン
と
ん
が
り
か
ん｣

の
無
償

譲
渡
に
関
し
、
行
政
報
告
を
し
た
。

今
後
の
活
用
方
法
は
、
道
の
駅
、
富

士
見
ヶ
丘
公
園
な
ど
を
含
め
た
中

で
、
ど
の
よ
う
な
利
活
用
が
効
果
的

か
内
部
で
検
討
す
る
旨
報
告
を
し
て

い
る
。
令
和
３
年
度
町
政
執
行
方
針

に
も
ふ
れ
て
い
る
が
、
昨
年
末
か
ら

役
場
各
課
に
お
い
て
、
活
用
方
法
を

検
討
し
提
案
が
出
さ
れ
た
。
新
年
度

予
算
に
反
映
す
る
ま
で
の
選
択
は
で

き
な
か
っ
た
が
、
令
和
３
年
度
中
に

は
維
持
管
理
費
等
も
考
慮
し
、
活
用

方
法
の
方
向
性
を
定
め
、
早
期
着
手

に
向
け
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。再　

質　
問

本
町
は
日
本
海
か
ら
厳
し
い

潮
風
、
強
風
に
よ
り
、
空
き

家
に
な
る
と
急
速
に
破
損
が
進
行

し
、
景
観
上
の
問
題
が
出
て
く
る
。

自
然
と
の
共
生
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
上
で
も
、
景
観
に
配
慮
す

る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。
将
来
的
に

も
、
老
朽
化
し
使
用
し
て
い
な
い
農

村
部
の
農
業
施
設
や
市
街
地
の
空
き

家
店
舗
等
の
現
状
を
把
握
し
て
い
る

か
。
空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、

認
識
し
て
い
な
い
住
民
が
多
い
と
思

わ
れ
、
町
民
に
Ｐ
Ｒ
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
町
長
の
考
え
は
。

農
村
部
の
景
観
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
町
の
中
の
老
朽
化

し
た
建
物
、
廃
屋
に
近
い
建
物
が
あ

る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
大
変
危

惧
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、

空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て
、
認
識
し

て
い
な
い
住
民
が
多
い
と
の
質
問

で
、
町
報
等
で
も
何
回
か
空
き
家
バ

ン
ク
に
つ
い
て
掲
載
し
た
経
過
は
あ

る
が
、
今
後
、
さ
ら
に
Ｉ
Ｐ
電
話
等

で
お
知
ら
せ
し
、
町
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
、
廃
屋
、
空
き
家
が
無
く
な

る
よ
う
な
行
政
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

白井議員　 問 空き家対策と空き家バンク／無償譲渡された旧とんがりかんの今後の活用

笹川町長　 答 空き家バンクを周知し空き家等がなくなる行政を／年度内に方向性を決め、早期着手を

問

答
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適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な

い
空
き
家
等
が
、防
災
、衛
生
、

景
観
等
の
面
で
地
域
住
民
に
不
安
を

与
え
て
い
る
が
、
空
き
家
に
関
す
る

対
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
進
め

る
た
め
に
、
遠
別
町
空
き
家
等
対
策

計
画
を
策
定
し
て
は
ど
う
か
。

全
国
規
模
で
空
き
家
問
題
が
深

刻
化
し
、
問
題
視
さ
れ
て
い
る

中
、
多
く
の
自
治
体
で
は
、
危
険
家

屋
の
認
定
や
行
政
代
執
行
な
ど
対
策

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
道
内
に
お
い

て
も
平
成
30
年
調
査
で
約
39
万
戸
の

空
き
家
が
報
告
さ
れ
、
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
適
切
な
管
理

に
つ
い
て
は
、
空
き
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
お
い
て
、

所
有
者
等
の
責
務
と
し
て
定
め
ら
れ

て
お
り
、
民
法
で
は
空
き
家
等
に
起

因
す
る
他
人
へ
の
損
害
に
つ
い
て
は
、

占
有
者
や
所
有
者
が
そ
の
責
任
を
負

う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
所
有

者
等
の
責
任
に
お
い
て
適
切
に
管
理

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
町
に
お

い
て
も
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
空

き
家
と
な
り
、
そ
の
責
務
が
果
た
さ

れ
ず
放
置
さ
れ
て
い
る
も
の
も
見
受

け
ら
れ
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。
空
き

家
調
査
を
昨
年
12
月
に
終
了
し
、
そ

の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
所
有
者
等

の
当
事
者
意
識
の
醸
成
、
相
談
体
制

の
整
備
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
活
用
、

特
定
空
き
家
へ
の
対
応
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
、
今
後
５
年
間
の
「
遠
別
町

空
き
家
等
対
策
計
画
」
を
現
在
策
定

中
で
あ
る
。
こ
の
計
画
は
役
場
各
課

の
横
の
連
携
を
密
に
し
、
町
民
か
ら

の
情
報
提
供
な
ど
、
空
き
家
状
況
を

把
握
し
、
関
係
機
関
と
連
携
、
協
力

し
な
が
ら
運
用
し
て
い
き
た
い
。

再　
質　
問

留
萌
管
内
の
空
き
家
対
策
の

整
備
状
況
は
、
大
半
の
市
町

村
が
条
例
を
整
備
し
て
い
る
。
町
は

方
向
性
を
的
確
、
迅
速
に
対
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
空
き
家
問
題
は
広

が
っ
て
い
く
と
思
う
。
最
近
、
略
式

代
執
行
を
始
め
る
自
治
体
が
増
え
て

き
て
お
り
、
空
き
家
の
取
り
壊
し
の

補
助
、
基
金
の
創
設
な
ど
行
っ
て
い

る
市
町
村
も
あ
る
。当
町
で
も
条
例
、

基
金
の
創
設
は
。

朽
ち
落
ち
る
よ
う
な
形
の
建
物

に
つ
い
て
は
、
特
定
空
き
家
等

の
指
定
も
当
然
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
上
で
、
持
ち
主

に
対
し
て
勧
告
を
す
る
と
か
、
行
政

的
な
手
続
き
の
措
置
を
し
な
が
ら
最

終
的
に
行
政
代
執
行
の
形
に
移
る
ん

だ
と
思
う
。
当
面
持
ち
主
に
対
し
て
、

単
に
除
去
し
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ

と
だ
け
で
な
く
、
法
的
な
強
制
力
が

あ
る
勧
告
等
も
行
い
な
が
ら
、
廃
墟

の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
建
物

に
つ
い
て
は
、
持
ち
主
、
所
有
者
に

対
し
て
伝
え
て
い
き
た
い
。
そ
の
後
、

例
え
ば
家
屋
を
壊
す
分
の
手
立
て
に

つ
い
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
議
員
の
皆

さ
ん
と
協
議
を
し
な
が
ら
廃
屋
、
空

き
家
等
に
つ
い
て
の
対
応
を
進
め
て
い

く
と
同
時
に
、
空
き
家
バ
ン
ク
を
通

じ
て
再
利
用
で
き
る
物
に
つ
い
て
は
再

利
用
す
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
い

き
た
い
。条
例
等
の
改
正
に
つ
い
て
は
、

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
基
金
に
つ
い
て

は
、
妥
当
な
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら

な
い
が
、
解
体
に
向
け
て
の
補
助
等

も
、
ど
う
い
っ
た
こ
と
が
い
い
の
か
を

併
せ
て
考
え
て
い
き
た
い
。

再　

　々
質　
問

怪
我
人
が
出
た
り
、
い
ろ
い
ろ

な
保
障
問
題
が
発
生
し
た
際

に
地
主
も
い
な
い
、
家
の
持
ち
主
も

い
な
い
と
な
っ
た
時
に
だ
れ
が
責
任

を
持
つ
の
か
。
早
く
町
民
に
周
知
し
、

空
き
家
対
策
計
画
を
進
め
る
べ
き
だ

と
思
う
が
考
え
は
？

早
期
に
計
画
を
策
定
し
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
周
知
を
し
な
が

ら
、
進
め
て
い
き
た
い
。
た
だ
一
つ
、

家
主
と
地
主
の
違
い
と
い
う
の
が
大

き
な
問
題
で
、
ど
こ
に
建
物
の
権
利

が
及
ぶ
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、
法
律
的
な
問
題
が
あ
り
、
法
律

の
専
門
家
等
に
話
し
を
伺
い
な
が
ら
、

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
建
物
が

倒
壊
し
た
り
、
飛
散
し
た
場
合
に
被

害
は
当
然
所
有
権
者
が
負
担
す
る
こ

と
も
徹
底
し
て
進
め
て
い
く
。

問答

山本議員　 問 空き家対策計画を策定し迅速な対応を／取り壊しに対する補助等は

笹川町長　 答 現在策定中で関係機関と連携し運用／どういったことが良いか考えたい

問

答

答
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令
和
３
年
第
１
回
議
会
定
例
会
で

一
般
会
計
外
６
件
の
予
算
審
査
を
遠

別
町
各
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会

に
付
託
し
、
３
月
10
日
・
11
日
の
２

日
間
で
審
議
が
行
わ
れ
た
。
委
員
長

に
は
大
石
委
員
、
副
委
員
長
に
は
山

本
委
員
が
選
任
さ
れ
、
提
案
の
あ
っ

た
全
て
の
予
算
は
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
た
。

　
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

【
一
般
会
計
】

― 

総
　
務
　
費 

―

民
間
賃
貸
住
宅
建
設
助
成
支
援
事
業

小
森
委
員

Ｑ　

昨
年
職
員
向
け
を
予
定
し
実
施

で
き
な
か
っ
た
が
、
今
回
は
町
民
向

け
と
い
う
こ
と
で
誰
で
も
入
居
で
き

る
の
か
。

坂
川
総
務
課
長

Ａ　

昨
年
度
は
、
職
員
向
け
と
い
う

こ
と
で
職
員
に
特
化
し
た
民
間
賃
貸

住
宅
と
い
う
こ
と
で
予
算
計
上
し
た

が
、
職
員
向
け
と
な
る
と
一
般
の
人

が
入
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な
誤
解
を

招
く
形
に
な
る
の
で
、
今
年
度
は
一

般
の
方
も
含
め
た
中
の
民
間
賃
貸
住

宅
と
い
う
こ
と
で
、
職
員
も
入
れ
な

い
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
そ
う
い
っ

た
形
で
建
設
助
成
を
し
て
い
き
た

い
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
関
連

事
務
委
任
負
担
金

柏
谷
委
員

Ｑ　

負
担
金
と
し
て
先
に
納
め
て
町

で
誰
も
作
成
し
な
か
っ
た
場
合
負
担

金
は
返
金
さ
れ
る
の
か
。

緒
方
住
民
課
長

Ａ　

全
国
で
発
行
し
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
対
し
て
人
口
割
り
と

遠
別
町
で
発
行
し
た
枚
数
な
ど
を
計

算
し
て
５
月
と
翌
年
３
月
の
年
２
回

納
付
し
て
い
る
。
あ
ら
か
じ
め
納
付

し
、
後
か
ら
戻
っ
て
く
る
も
の
で
は

な
い
。

柏
谷
委
員

Ｑ　

昨
年
の
負
担
金
は
26
万
５
千
円

で
今
年
は
２
５
０
万
円
に
な
っ
て
い

る
が
、
増
え
た
要
因
は
。
ま
た
、
元

年
度
と
２
年
度
の
発
行
枚
数
は
？

緒
方
住
民
課
長

Ａ　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
枚
数
が
増
え
て

い
る
。
カ
ー
ド
の
発
行
を
請
け
負
っ

て
い
る
会
社
か
ら
通
知
が
あ
る
負
担

金
の
上
限
額
で
予
算
計
上
し
て
い

る
。
今
ま
で
遠
別
町
の
発
行
枚
数
は

少
な
か
っ
た
分
、
負
担
金
も
低
か
っ

た
。
発
行
枚
数
も
増
え
て
い
る
傾
向

も
あ
り
、
上
限
額
と
し
て
計
上
し
て

い
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
令

和
元
年
度
に
42
枚
の
発
行
、
令
和
２

年
度
は
令
和
３
年
３
月
８
日
現
在

で
、
１
２
９
枚
を
発
行
し
て
い
る
。

― 

農
林
水
産
業
費 

―

新
規
就
農
者
経
営
発
展
支
援
事
業

木
村
委
員

Ｑ　

予
定
し
て
い
る
人
数
は
。
来
年

に
な
れ
ば
増
え
て
い
く
と
い
う
こ
と

で
い
い
か
。

小
森
経
済
課
長

Ａ　

令
和
３
年
度
に
つ
い
て
は
２
名

分
計
上
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
次
世

代
人
材
投
資
事
業
が
終
わ
っ
た
方
も

増
え
て
く
る
。
令
和
４
年
度
に
つ
い

て
は
、３
名
。
令
和
５
年
度
も
３
名
、

令
和
６
年
５
名
の
予
定
と
な
っ
て
い

る
。

― 
商
工
費 
―

流
木
等
廃
棄
物
の
処
理

千
葉
委
員

Ｑ　

去
年
ま
で
は
委
託
料
に
な
っ
て

い
た
が
、
今
年
は
工
事
費
に
な
っ
て

い
る
。
変
更
し
た
理
由
は
。

小
森
経
済
課
長

Ａ　

今
年
度
に
お
い
て
は
委
託
業
務

と
し
て
行
っ
た
。
そ
の
中
で
事
務
検

査
等
を
振
興
局
か
ら
受
け
て
、
業
務

の
内
容
的
に
木
材
の
処
理
と
い
う
の

は
、
チ
ッ
プ
化
と
い
う
こ
と
が
工
事

請
負
相
当
と
い
う
こ
と
で
指
導
を
受

け
、
量
に
よ
っ
て
は
業
務
の
場
合
も

あ
る
が
、
今
年
度
は
工
事
請
負
が
適

す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、

組
み
替
え
た
。
内
容
は
基
本
的
に
変

わ
ら
な
い
。

― 

教
育
費 

―

中
学
校
指
定
物
品
支
給
対
象
補
助
金

山
下
委
員

Ｑ　

こ
れ
は
第
６
期
の
総
合
計
画
登

載
事
業
で
令
和
３
年
か
ら
７
年
ま
で

と
い
う
記
載
だ
が
、
こ
の
５
年
間
で

終
わ
り
と
い
う
こ
と
か
。

瀧
川
教
育
次
長

Ａ　

ま
ず
５
年
間
実
施
し
て
、
実
施

し
た
結
果
、
事
業
評
価
を
行
い
、
継

続
す
る
の
か
、
し
な
い
の
か
、
継
続

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
見
直
し
が
必
要

な
の
か
ど
う
か
を
判
断
し
た
い
。

令
和
３
年
度　
遠
別
町
各
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会
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シリーズ

◎遠別町の住民をピックアップし、まちの印象や、行政、議会に対しての思いなどをインタビュー
し、議会活動に役立ていきます。

　昨年、みなくるビーチで花火大会を開催し、中心となって活
動された青年部連携地域活性化実行委員会『和

わ
遠
えん

』の代表者
である浅田武司実行委員長と役員の方々に今までの活動や今
後の活動への思いを取材させていただきました。

Ｑ . 和遠のシンボルの意味は？
和＝和気あいあい（みんなで仲良く）
輪＝（各産業青年部のつながり）
遠＝遠別、縁（人と人とのかかわり合い）
　みんなで和になり、遠別を盛り上げようという思いが込められてます。

Ｑ . 和遠設立のきっかけは？
　平成 28 年に商工会、農協、漁協青年部の３団体でビアガーデンを一緒に実施した際に
｢異業種の３団体が連携することで町の発展に貢献することができるのではないか｣ という
ことで、翌年に団体を設立しました。現在は、３団体のほか個人会員を含め、会員 66 名
で活動中です。

Ｑ．除雪支援事業について、町民の皆さん感謝して
いると思いますが、やり終えての感想は？

　一生懸命除雪を
しましたが、 遠 別
町として ｢除雪ボラ
ンティアの日｣ って
いう制度があれば、
青年部活動ではな
く、近所に住んでい
る方で支え合う仕組
みが でき、それが
本当の意味でまちづくりになると思いました。

Ｑ．和遠の活動をしていて良かったと思うことは？
　活動前は自分の所属している青年部でない人と交
流がなく、お互いに顔がわからない状況であったが
今では街で会った際に自然と会話する関係となり、
これから20 年先になっても面白いんじゃないかと
思っています。商工会、農協、漁協っていう縦割りが
ないので、お互い思うことを話しながら、町をこうし
ていきたいとかっていう話しを語り合っているので、
素晴らしいと思います。

えんべつ町民 独占インタビュー Vol.7

和遠が取り組んだ各種事業
・町内イベントへの出店
・ビアガーデン事業
・わかもの新年会
・未来の担い手創出事業
  ｢子供たちの職業体験｣
・オータムフェスト（秋の収穫祭）
・みなくるビーチで花火大会
・75 歳以上の独居世帯を中心とした

高齢者宅の除雪支援事業

令和３年度の事業計画
・みなくるビーチ20 周年花火大会
・地域若者交流会
・未来の担い手創出事業
  ｢子供たちの職業体験｣
・各イベントへの参加

青年部連携の意識の下、思いも聞か
せて頂きました。今後のまちづくりや
仲間づくりに大きな期待を寄せていま
す。（文責：小森委員長）
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議会を傍聴してみませんか
次の定例会は６月中旬 の開催予定です。

【お問い合わせ】
　議会事務局
　電　話　７－２１４７（直通）
　メール　gikai@town.embetsu.hokkaido.jp

詳しくはテレビ電話でご確認ください。

あとがき（山下副委員長）

　新型コロナウィルスの影響で ICT 機器の活用が急速
に進んだ。オンライン会議が普及し、テレワークとい
う言葉も浸透した。仕事のみならず教育にも「GIGA
スクール構想」という PC等端末１人１台環境を国が
勧めている。ICT 活用の最終到達点は、ドローンでの
荷物配達、遠隔医療、無人トラク
ターなどということである。SF
映画の様な光景が近い内に実現す
るように感じている。

発行：遠別町議会
編集：議会報発行特別委員会
委 員 長　　小森　嘉孝
副委員長　　山下　　悟
委　　員　　白井　金治

　３月 30 日、えんべつ町民 独占インタビュー
実施の際に撮影いたしました。

タ イ ト ル 写 真
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